
編
・
解
説　

水
野
直
樹
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

朝
鮮
総
督
府
警
務
局
、
朝
鮮
軍
、
高
等
法
院
（
最
上
級
裁
判
所
）、
法
務
局
、
学
務
局
な
ど
が
一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
に
作
成
し
た
資
料
を
収
録
。
思
想
取
締
り
の
実
態
や
、
自
ら
経
験
や
意
識
を
書
き
残
す
こ
と
が

難
し
か
っ
た
朝
鮮
民
衆
の
姿
を
、
官
憲
資
料
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

一
九
三
〇
年
代
以
降
の
史
料
を
中
心
に
し
た
第
Ⅱ
期
、
第
Ⅲ
期
の
刊
行
開
始
。

◉
体　
裁
―
―
Ａ
４
判
（
４
面
付
）・
上
製
・
総
約
３
３
０
０
頁
。
全
５
回
配
本

◉
内　
容
―
―
第
Ⅰ
期　
１
９
２
０
年
代
。
全
１
回
配
本
・
全
２
巻　
２
０
１
８
年
８
月
刊
行
済
み

	

第
Ⅱ
期　
１
９
３
０
年
代
～
日
中
戦
争
開
戦
ま
で
。
全
２
回
配
本
・
全
４
巻

	

　
　
　
　
２
０
２
２
年
７
月
刊
行
開
始
予
定

	

第
Ⅲ
期　
日
中
戦
争
開
戦
以
後
。
全
２
回
配
本
・
全
４
巻
・
別
冊
１

	

　
　
　
　
２
０
２
３
年
１
月
刊
行
開
始
予
定

※
別
冊
分
売
可
。
定
価
２
、２
０
０
円（
本
体
価
格
２
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

◉
揃
定
価
―
―
各
配
本
揃
定
価
６
１
、６
０
０
円（
揃
本
体
５
６
、０
０
０
円
＋
税
）

	

全
巻
揃
定
価
３
０
８
、０
０
０
円（
揃
本
体
２
８
０
、０
０
０
円
＋
税
）

編
集
復
刻
版

朝
鮮
治
安
関
係
資
料
集
成
全
10
巻

別
冊
１不二出版

◀
資
料
88



2

編
者
の
こ
と
ば

◉
刊
行
に
あ
た
っ
て

水
野
直
樹

朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
に
お
い
て
日
本
の
当
局
者
が
も
っ
と
も
重
視
し
た
の

は
治
安
の
維
持
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
総
督
や
政
務
総
監
な
ど
は
総
督
府
の
会
議
で
常
に

「
治
安
の
確
保
」
を
強
調
し
て
い
た
。
植
民
地
に
お
い
て
は
い
か
な
る
政
策
を
実
行
す

る
に
も
、
ま
ず
治
安
を
安
定
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
支
配
当
局
の
認
識

で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
一
九
年
に
全
民
族
的
な
抵
抗
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ

た
三
一
独
立
運
動
に
直
面
し
て
、
総
督
府
は
治
安
維
持
と
い
う
課
題
の
重
要
性
を
強

く
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
植
民
地
朝
鮮
で
治
安
維
持
に
当
た
る
警
察
、
司
法
機
関
、
軍
な
ど

諸
機
関
に
お
い
て
、
治
安
状
況
に
関
わ
る
各
種
の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
。
三
一
運
動

後
の
「
文
化
政
治
」
の
中
で
は
、
新
聞
・
雑
誌
の
発
行
や
集
会
な
ど
が
あ
る
程
度
認

め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
出
版
物
な
ど
の
検
閲
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

た
。
総
督
府
警
務
局
に
図
書
課
が
設
け
ら
れ
、
検
閲
に
当
た
っ
た
が
、
そ
こ
で
作
成

さ
れ
た
資
料
は
、
朝
鮮
社
会
の
動
向
や
思
潮
を
当
局
者
の
目
か
ら
整
理
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
、
思

想
検
事
の
役
割
が
大
き
く
な
る
と
、
検
察
当
局
に
よ
る
資
料
が
多
数
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
検
察
作
成
の
『
思
想
月
報
』『
思
想
彙
報
』
は
、
こ
れ
ま
で
に
復
刻
版

が
出
さ
れ
、
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
検
察
が
作
成
し
た
資
料
は
そ
れ
ら
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
警
察
署
長
会
議
な
ど
で
検
事
が
行
な
っ
た
訓
示
を
集
め
た
『
朝
鮮
刑

事
政
策
資
料
』
が
毎
年
刊
行
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
、『
朝
鮮
検
察
要
報
』
な
ど

の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
復
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
取
り
締
ま
り
当
局
は
多
く
の
資
料
を
作
成
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
内

部
資
料
」「
極
秘
資
料
」
で
あ
っ
た
た
め
、
一
般
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た

図
書
館
な
ど
で
も
そ
れ
ら
を
所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
そ
の
結
果
、
歴
史

研
究
者
も
そ
れ
ら
の
資
料
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
充
分
に
利
用
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

今
回
の
資
料
集
成
に
収
録
で
き
た
の
も
、
実
際
に
作
成
さ
れ
た
当
局
側
資
料
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
従
来
閲
覧
し
に
く
か
っ
た
資
料
を
可
能
な
限
り
収
録

し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
研
究
の
礎
石
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
資
料
集
成
で
は
、
す
で
に
日
本
や
韓
国
で
復
刻
版
が
出
て
い
る
資
料
は
な
る

べ
く
除
外
し
て
、
こ
れ
ま
で
利
用
す
る
の
に
不
便
だ
っ
た
資
料
を
収
録
す
る
こ
と
に

し
た
。
た
だ
し
、
個
々
の
事
件
や
動
向
を
報
告
す
る
よ
う
な
文
書
類
は
収
録
せ
ず
、

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心
と
し
た
。
個
別
事
件
に

関
す
る
警
察
の
報
告
文
書
や
判
決
文
、
あ
る
い
は
総
督
府
警
務
局
や
法
務
局
が
作
成

し
た
文
書
類
な
ど
は
、
韓
国
の
諸
機
関
（
国
家
記
録
院
、
国
史
編
纂
委
員
会
、
独
立
記

念
館
な
ど
）
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
治
安
関
係
資
料
は
、
朝
鮮
の
民
族
運
動
、
社
会
運
動
の
動
き
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
民
情
」
す
な
わ
ち
朝
鮮
社

会
底
辺
の
動
向
、
朝
鮮
民
衆
の
心
性
や
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
も

あ
る
。
植
民
地
支
配
の
下
で
朝
鮮
民
衆
は
自
ら
の
経
験
や
意
識
を
書
き
残
す
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
新
聞
や
雑
誌
、
そ
し
て
近
年
の
研
究
で
利
用
さ
れ
つ
つ

あ
る
日
記
な
ど
か
ら
朝
鮮
民
衆
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
資
料
に
も
限
界
が
あ
る
。
支
配
当
局
が
作
成
し
た
資
料
に
は
バ
イ
ア
ス
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
利
用
す
る
な
ら
、
朝
鮮
民
衆
の
動
き
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
信
ず
る
。（

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
朝
鮮
近
代
史
）
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◉
内
容
見
本
（
第
Ⅰ
期
第
１
回
配
本
、
四
面
付
見
本
）

第
１
巻　

資
料
15　

朝
鮮
総
統
府
警
務
局
「
不
逞
運
動
ノ
真
相
」
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◎
内
容
見
本
（
第
Ⅱ
期
第
１
回
配
本
）

▶
各
警
察
官
が
職
務
経
験
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
一
般
警
察
官
の
教
科
書
と
し
て
恰
好
の
も
の
」

と
し
て
作
成
・
配
布
さ
れ
た
資
料
。
朝
鮮
人
「
思
想
犯
」
の
姿
や
、
彼
ら
に
対
す
る
取
り
締
ま

り
手
法
な
ど
が
生
々
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

▶
第
３
巻
、
第
４
巻
に
は
、「「
思
想
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
資

料
を
多
数
収
録
。
朝
鮮
人
の
思
想
運
動
を
危
険
視
し
、
そ
の
「
対
処
法
」
を
支
配
当
局
者
間
で

共
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
３
巻　

資
料
38　

思
想
犯
罪
捜
査
実
話
集

第
４
巻　

資
料
50　

不
二
西
鮮
農
場
小
作
争
議
調
査
報
告
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◎
内
容
見
本
（
第
Ⅱ
期
第
２
回
配
本
）

▶
上
海
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
思
想
・
行
動
に
関
す
る
調
査
報
告
書
。
部
下
か
ら
の
報
告
を
外
務

大
臣
へ
上
げ
て
い
る
重
光
葵
は
、
二
年
後
の
天
長
節
爆
弾
事
件
で
重
傷
を
負
う
が
、
彼
が
朝
鮮

人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
を
う
か
が
え
る
資
料
と
い
え
る
。

▶
三
・
一
独
立
運
動
以
降
の
朝
鮮
人
の
思
想
運
動
を
ま
と
め
た
資
料
。
第
６
巻
に
は
朝
鮮
人
「
主

義
者
」
の
動
向
に
対
す
る
朝
鮮
総
督
府
・
朝
鮮
軍
の
認
識
が
わ
か
る
資
料
を
中
心
に
収
録
し
て
お

り
、
と
り
わ
け
資
料
66
「
満
洲
事
変
前
後
二
於
ケ
ル
朝
鮮
人
思
想
変
遷
情
況
」
は
満
州
事
変
の

「
成
果
」
が
、
朝
鮮
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
と
評
価
し
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
。

第
５
巻　

資
料
63　

在
滬
不
逞
鮮
人
ノ
思
想
並
ニ
行
動
現
状

第
６
巻　

資
料
67　

朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
思
想
運
動
概
況
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◎
内
容
見
本
（
第
Ⅲ
期
第
１
回
配
本
）

▶
朝
鮮
総
督
や
法
務
局
長
、
各
地
方
法
院
長
等
の
訓
示
を
ま
と
め
た
資
料
。
戦
局
が
推
移
す
る
中

で
朝
鮮
民
衆
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
の
か
、
取
締
り
当
局
の
眼
を
通
し
て
う
か
が
え
る

資
料
で
あ
る
。
昭
和
五
、
九
～
十
八
年
度
版
を
収
録
。

▶
各
道
警
察
長
会
議
で
行
わ
れ
た
、
警
察
・
司
法
に
関
す
る
事
務
取
扱
上
・
取
締
り
上
の
注
意
事

項
を
ま
と
め
た
資
料
。
取
締
り
方
針
や
、
取
締
り
上
ど
の
よ
う
な
「
問
題
」
が
生
じ
て
い
た
の
か

を
知
る
こ
と
の
出
来
る
資
料
で
あ
る
。
昭
和
十
六
～
十
九
年
度
版
を
収
録
。

第
７
巻　

資
料
75　

朝
鮮
刑
事
政
策
資
料
︱
昭
和
十
五
年
度
版
︱

第
８
巻　

資
料
81　

次
席
検
事
注
意
事
項
集
―
昭
和
十
八
年
度
版
―
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◎
内
容
見
本
（
第
Ⅲ
期
第
２
回
配
本
）

▶
「
朝
鮮
に
於
け
る
検
察
一
般
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
特
異
の
情
報
」
を
共
有
す
る
た
め

に
作
成
配
布
さ
れ
た
資
料
。
各
種
資
料
や
統
計
、「
特
記
事
件
」
の
事
例
が
載
っ
て
お
り
、
戦
争

末
期
の
朝
鮮
社
会
に
迫
る
こ
と
が
可
能
な
資
料
と
い
え
る
。
第
一
号
（
昭
和
十
九
年
三
月
）
～

第
十
五
号
（
昭
和
二
〇
年
五
月
）
を
収
録
。

▶
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
発
生
し
た
「
造
言
飛
語
事
件
」
を
一
覧
表
型
式
で
ま
と
め
た

資
料
。「
大
東
亜
戦
争
勃
発
後
ニ
於
ケ
ル
特
殊
犯
罪
調
―
保
安
法
違
反
事
件
及
内
地
等
ニ
於
ケ
ル

各
種
言
論
事
犯
―
」
と
併
せ
て
、
農
民
や
労
働
者
な
ど
民
衆
へ
の
取
締
り
が
強
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、彼
ら
の
言
動
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

第
10
巻　

資
料
88　

朝
鮮
検
察
要
報　

第
一
号

第
９
巻　

資
料
85　

大
東
亜
戦
争
勃
発
後
ニ
於
ケ
ル
特
殊
犯
罪
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︱
造
言
飛
語
及
不
敬
事
件
︱
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配本 巻 資料
番号 資料名 編著者名（発行所） 発行年月日

Ⅰ
期

第
１
巻

1 朝鮮統治ニ関スル外国人ノ批評　大正十二年三月〈情報彙纂
第一〉

ゼー・イー・ムーア＝述 マツケンジー
＝著 ヘンリー・エム・ブルーエン＝
書簡／朝鮮総督府朝鮮情報委員会

1920年12月28日

2 朝鮮評論（KOREA REVIEW）布哇国民報及独逸新聞記事摘
要　大正十二年三月〈情報彙纂第二〉 朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年３月28日

3 朝鮮評論（KOREA REVIEW）米国著書及独逸新聞記事摘要　
大正十二年三月〈情報彙纂第三〉 朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年１月28日

4 朝鮮評論（KOREA REVIEW）布哇米国新聞刊行物及通信記
事摘要　大正十二年三月《秘》〈情報彙纂第四〉 朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年３月28日

5 英米に於ける朝鮮人の不穏運動　大正十二年三月《秘》〈情報
彙纂第五〉

山上昶＝談／朝鮮総督府朝鮮情報委員
会 1921年４月28日

6 朝鮮ノ復活ノ梗概　大正十年八月《秘》〈情報彙纂第六〉 申興雨＝著／朝鮮情報委員会 1921年

7 朝鮮ニ関スル外国人ノ評論　大正十年八月《秘》〈情報彙纂第
七〉

ピー・エス・スミス＝著 ビゲロー、エ
フ・スタール＝講演／朝鮮情報委員会 1921年

8 朝鮮ニ関スル海外刊行物記事摘要　大正十年九月〈情報彙纂
第八〉 朝鮮情報委員会 1921年

9 布哇在留朝鮮人一班状態　大正十二年二月《秘》〈情報彙纂第
十〉 朝鮮情報委員会 1923年

10 朝鮮人の思想　大正十二年四月《秘》〈情報彙纂第十一〉 杉浦武雄／朝鮮情報委員会 1923年

11 朝鮮に就て　大正十二年年六月〈情報彙纂第十二〉 副島道正／朝鮮情報委員会 1923年

12 朝鮮事情機密通信　第一号《極秘》 1924年12月15日

13 朝鮮事情機密通信　第二号《極秘》 1925年２月１日

14 騒擾事件ノ概況 其一～其四《極秘》 朝鮮総督府警務局

15 不逞運動ノ真相 朝鮮総督府警務局

16 米国ニ於ケル朝鮮独立運動ニ関スル調査報告書《秘》 朝鮮総督府警務局 1921年

17 最近ニ於ケル治安情況　大正九年十二月《秘》 朝鮮総督府警務局 1920年

18 最近ニ於ケル治安情況　大正十年十二月《秘》 朝鮮総督府警務局 1921年

19 〔治安情況　大正十二年〕 〔朝鮮総督府警務局〕 1923年

20 在中国韓人青年同盟ノ創立ニ関スル件〈朝保秘第二七四一号〉 保安課 1929年

第
２
巻

21 北京在留朝鮮人ノ概況〈朝保秘第一三〇九号・北二五四号〉 警務局木藤通訳官 1927年６月16日

22 在満鮮人思想団体分布状況ニ関スル件〈朝保秘第一一三七号〉 朝鮮総督府警務局長 1928年５月17日

23 在中国韓人青年同盟ノ創立　昭和三年十月 朝鮮総督府警務局 1928年

24 在中国韓人青年同盟ノ創立ニ関スル件〈朝保秘第二七四一号〉 朝鮮総督府警務局長 1928年11月24日

25 在外不逞鮮人団体調　昭和四年十二月《秘》 警務局保安課 1929年

26 朝鮮に於ける同盟休校の考察　昭和四年二月《秘》〈高等警察
資料第三輯〉 朝鮮総督府警務局 1929年３月28日

27 〔元山労働争議に関する新聞の論調　昭和五年二月〈調査資料
第九輯〉〕 〔朝鮮総督府警務局図書課〕 1930年

28 咸鏡南道甲山郡火田民家放火事件ト諺文紙　昭和五年一月
《秘》〈調査資料第十五輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1930年

29 諺文新聞の詩歌　昭和五年五月《秘》〈調査資料第二十輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1930年６月15日

30 天道教概論　昭和五年五月《秘》〈調査資料第二十二輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1930年

31 出版物より観たる朝鮮人学生の思想的傾向　昭和六年三月
《秘》〈調査資料第二十五輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1931年５月30日

32 不穏刊行物記事輯録　昭和九年一月〈調査資料第三十七輯〉 朝鮮総督府警務局 1934年４月21日

33 本道青年会状況　大正十三年五月 全羅南道 1924年

34 朝鮮事情　完《秘》〈外事講習パンフレット４〉 田中武雄／財団法人警察協会福岡支部 1925年12月15日

◉収録一覧（第Ⅰ期）
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配本 巻 資料
番号 資料名 編著者名（発行所） 発行年月日

Ⅱ
期
第
１
回
配
本

第
3
巻

35 李王殿下ノ薨去ニ際シ「諺文新聞紙ヲ通シテ見タル」朝鮮人
ノ思想傾向《秘》 警務局図書課

36 活動写真　フィルム　検閲概要　自大正十五年八月　至昭和
二年七月 朝鮮総督府警務局

37 間島問題の経過と移住鮮人《秘》〈高等警察資料〉 警務局 1931年８月

38 思想犯罪捜査実話集《秘》〈高等警察資料〉 警務局保安課 1934年12月

39 朝鮮共産党事件《秘》 京城地方法院検事局

40 朝鮮治安維持法違反調査（一）　資料―大正十四年五月十二日
施行日より昭和三年二月末日迄確定判決― 高等法院検事局 1928年10月

41 朝鮮社会運動―その他二篇―《秘》 高等法院検事局 1928年10月

42 英国無産青年会則《秘》 高等法院検事局 1928年11月

43 高麗革命党事件の研究―天道教、衝平社、正義府各員の提携―
《秘》 高等法院検事局 1929年３月

44 高麗革命党宣言《秘》 高等法院検事局 1929年３月

45 朝鮮思想検察提要―第一冊―《秘》 高等法院検事局 1929年３月

46 全鮮盟休事件とその刑事判決―昭和二、三年中のもの《秘》 高等法院検事局 1929年５月

47 満洲に於ける三府の運動《秘》 高等法院検事局 1929年７月

48 朝鮮治安維持法違反事件判決（一）《秘》 高等法院検事局 1929年10月

第
4
巻

49 朝鮮共産党則（二）―附朝鮮共産黨細則―《秘》 高等法院検事局 1930年４月

50 不二西鮮農場小作争議調査報告　昭和五年六月《秘》 伊藤憲郎／朝鮮総督府検事 1930年６月

51 最近の思想事件―第二輯―《特秘》 高等法院検事局思想部 1930年７月

52 京城市内女学生萬歳騒擾事件《秘》 高等法院検事局思想部 1930年７月

53 朝鮮独立運動と国体の変革―第一、二、三の各審判決―《秘》 高等法院検事局思想部 1930年８月

54 最近の思想事件―第三輯―《特秘》 高等法院検事局思想部 1930年９月

55 最近の思想事件―第四輯―《特秘》 高等法院検事局思想部 1930年２月

56 朝鮮共産主義運動の文献《秘》 高等法院検事局思想部 1931年11月

57 〔朝鮮思想運動調査資料―第一輯―《秘》〕 〔高等法院検事局思想部〕 1932年11月

58 朝鮮思想運動調査資料―第二輯―《秘》 高等法院検事局思想部 1933年２月

59 思想問題講演集《秘》 高等法院検事局思想部 1933年３月

配本 巻 資料
番号 資料名 編著者名（発行所） 発行年月日

Ⅱ
期
第
２
回
配
本

第
5
巻

60 朝鮮重大事件判決集《秘》 朝鮮総督府法務局 1930年12月１日

61 全羅南道光州に於ける内鮮人学生闘争事件の真相並びに鮮内
諸学校に及したる影響昭和五年二月調査《極秘》 朝鮮総督府學務局 1930年２月１日

62 朝鮮社会運動取締法要義 中川利吉著／帝国地方行政学会朝鮮本
部 1933年４月１日

63 在滬不逞鮮人ノ思想並ニ行動現状 園田莞爯／上海総領事 1930年３月10日

64 治安情況　昭和九年三月《極秘》 京畿道警察部 1934年３月１日

第
６
巻

65 朝鮮民族運動ノ概況　昭和十一年十月編《極秘》〈警察参考資
料第二十号〉 皇宮警察部 1936年10月１日

66 満洲事変前後二於ケル朝鮮人思想変遷情況《秘》 朝鮮軍司令部思想研究委員 1934年４月１日

67 朝鮮ニ於ケル思想運動概況　昭和十一年八月《秘》 朝鮮憲兵隊司令部 1936年８月１日

68 朝鮮ニ於ケル騒擾事件概況　昭和十一年十二月《秘》 朝鮮憲兵隊司令部 1936年12月１日

69 昭和十二年前半期朝鮮思想運動概観 昭和十二年八月《秘》 朝鮮軍司令部 1937年８月１日

◉収録一覧（第Ⅱ期）
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配本 巻 資料
番号 資料名 編著者名（発行所） 発行年月日

Ⅲ
期
第
1
回
配
本

第
7
巻

70 朝鮮刑事政策資料―昭和五年版―《秘》 高等法院検事局 1931年２月
71 朝鮮刑事政策資料―昭和九年度版―《秘》 高等法院検事局 1935年５月
72 朝鮮刑事政策資料―昭和十年度版―《秘》 高等法院検事局 1936年４月
73 朝鮮刑事政策資料―昭和十二年度版―《秘》 高等法院検事局 1937年
74 朝鮮刑事政策資料―昭和十四年度版―《秘》 高等法院検事局 1940年３月
75 朝鮮刑事政策資料―昭和十五年度版―《秘》 高等法院検事局 1941年３月

第
8
巻

76 朝鮮刑事政策資料―昭和十六年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1942年〕
77 朝鮮刑事政策資料―昭和十七年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1943年〕
78 朝鮮刑事政策資料―昭和十八年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1944年〕
79 次席検事注意事項集―昭和十六年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1942年〕
80 次席検事注意事項集―昭和十七年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1943年〕
81 次席検事注意事項集―昭和十八年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1944年〕
82 次席検事注意事項集―昭和十九年度版―《秘》 高等法院検事局 〔1945年〕

配本 巻 資料
番号 資料名 編著者名（発行所） 発行年月日

Ⅲ
期
第
2
回
配
本

第
9
巻

83
総督訓示及法務局長注意事項集　附保護観察所長会議総督訓
示及法務局長注意事項　《部外秘》　自明治四十一年至昭和十
三年裁判所及検事局監督官会議

朝鮮総督府法務局法務課

84 高等法院検事長訓示通牒類纂 高等法院検事齊藤栄治 1942年

85 大東亜戦争勃発後ニ於ケル特殊犯罪調―造言飛語及不敬事件
―昭和十八年五月《秘》 高等法院検事局思想部 1943年５月

86 大東亜戦争勃発後ニ於ケル特殊犯罪調―保安法違反事件及内
地等ニ於ケル各種言論事犯―　昭和十八年八月《秘》 高等法院検事局思想部 1943年８月

87 検察事務報告等（報告例乙号第一六号昭和一八、一二、一三
法務局長通牒）一覧　昭和十九年三月《秘》 大邱履審法院検事局 1944年３月

第
10
巻

88 朝鮮検察要報　第一号　昭和十九年三月《極秘》 高等法院検事局 1944年３月
89 朝鮮検察要報　第二号　昭和十九年四月《極秘》 高等法院検事局 1944年４月
90 朝鮮検察要報　第三号　昭和十九年五月《極秘》 高等法院検事局 1944年５月
91 朝鮮検察要報　第四号　昭和十九年六月《極秘》 高等法院検事局 1944年６月
92 朝鮮検察要報　第五号　昭和十九年七月《極秘》 高等法院検事局 1944年７月
93 朝鮮検察要報　第六号　昭和十九年八月《極秘》 高等法院検事局 1944年８月
94 朝鮮検察要報　第七号　昭和十九年九月《極秘》 高等法院検事局 1944年９月
95 朝鮮検察要報　第八号　昭和十九年十月《極秘》 高等法院検事局 1944年10月
96 朝鮮検察要報　第九号　昭和十九年十一月《極秘》 高等法院検事局 1944年11月
97 朝鮮検察要報　第十号　昭和十九年十二月《極秘》 高等法院検事局 1944年12月
98 朝鮮検察要報　第十一号　昭和二十年一月《極秘》 高等法院検事局 1945年１月
99 朝鮮検察要報　第十二号　昭和二十年二月《極秘》 高等法院検事局 1945年２月
100 朝鮮検察要報　第十三号　昭和二十年三月《極秘》 高等法院検事局 1945年３月
101 朝鮮検察要報　第十四号　昭和二十年四月《極秘》 高等法院検事局 1945年４月
102 朝鮮検察要報　第十五号　昭和二十年五月《極秘》 高等法院検事局 1945年５月

103 新聞記事差止関係事項調（９）　《秘》　昭和十三年九月三
十日現在 朝鮮総督府警務局 1938年９月１日

104 朝鮮に於ける防共運動 朝鮮総督府警務局保安課 1939年11月

105 朝鮮民心ノ好転状況　附美談美挙調　〈警保局保安課調査
資料（昭和十九年三月）〉 国民総力朝鮮連盟 1944年３月

106 朝鮮不穏言論取締集計書　昭和十七年版 総督府警察局
107 朝鮮思想運動略史（一）《厳秘》〈教養研究資料第六輯〉 警察局保安課

108 戦時下に於ける集会や団体等に就て（朝鮮臨時保安令の早わ
かり） 佐野吾作／京畿道警察部高等警察課長 1942年７月８日

109 保護観察制度の概要　附時局対応全鮮思想報告連盟の概要 京城保護観察所 1939年２月

110 朝鮮独立思想運動の概観　『憲友』第三十五巻第十一号附録 柳瀬隆／朝鮮憲兵隊司令部陸軍憲兵少
佐 1941年11月

◉収録一覧（第Ⅲ期）
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朝
鮮
総
督
府
　
帝
国
議
会
説
明
資
料
　
全
19
巻

●
体
裁
―
―
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
５
、９
４
０
頁

●
推
薦
―
―
海
野
福
寿
／
朴　
慶
植
／
水
野
直
樹
／
宮
田
節
子

●
価
格
―
―
本
体
５
９
１
、０
０
０
円
＋
税

　

朝
鮮
総
督
府
が
帝
国
議
会
答
弁
の
た
め
作
成
し
た
『
帝
国
議
会
説
明
資
料
』
は
、
現
在
そ

の
大
部
分
が
散
佚
又
は
焼
却
さ
れ
、
そ
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
さ
え
不
可
能
に
近
い
。
弊

社
で
は
内
外
の
研
究
者・各
機
関
の
協
力
を
得
て
、
現
在
収
集
可
能
な
も
の
の
全
て
を
網
羅
し
、

復
刻
刊
行
し
た
。
そ
の
分
量
は
二
万
一
千
頁
を
超
え
る
た
め
、
四
面
付
方
式
に
よ
り
復
刻
。

大
正
六
年
か
ら
昭
和
二
〇
年
ま
で
の
植
民
地
朝
鮮
の
「
治
安
状
況
」
を
中
心
と
す
る
民
衆
の

動
向
な
ど
、
植
民
地
支
配
の
全
分
野
を
含
む
、
近
現
代
史
研
究
の
基
本
資
料
で
あ
る
。

朝
鮮
憲
兵
隊
歴
史
　
全
6
巻

●
解
説
―
―
松
田
利
彦

●
体
裁
―
―
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
１
、５
８
０
頁

●
推
薦
―
―
海
野
福
寿
／
水
野
直
樹

●
価
格
―
―
本
体
１
８
０
、０
０
０
円
＋
税

　

本
書
は
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
の
資
料
「
朝
鮮
憲
兵
の
起
源
及
び
沿
革
概
要
」

「
朝
鮮
憲
兵
隊
歴
史
」
を
収
録
し
た
。
韓
国
併
合
直
前
の
一
九
一
〇
年
六
月
、
日
本
政
府
は
韓

国
政
府
か
ら
警
察
権
を
奪
い
、
韓
国
駐
箚
憲
兵
隊
が
韓
国
人
民
を
支
配
・
統
合
す
る
「
武
断

政
治
」
を
開
始
す
る
。
こ
の
憲
兵
隊
に
よ
る
植
民
地
統
治
の
方
式
は
、
そ
の
後
の
日
本
の
植

民
地
各
地
に
「
輸
出
」
さ
れ
、
原
型
と
な
る
に
至
る
。
本
資
料
は
、
こ
の
間
の
資
料
の
空
白

を
埋
め
る
の
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

海
野
福
寿　
編
・
解
説

外
交
史
料
　
韓
国
併
合
　
上
・
下

●
体
裁
―
―
Ａ
５
判
／
上
製
／
函
入
／
総
８
０
６
頁

●
推
薦
―
―
宮
田
節
子

●
価
格
―
―
本
体
４
８
、０
０
０
円
＋
税

　

本
史
料
集
は
、「
韓
国
併
合
」
に
関
し
て
「
歴
史
の
共
通
認
識
と
い
う
国
際
共
通
財
を
創
り

だ
す
出
発
点
」
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
化
過
程
（
一
九
〇
四
～

一
〇
年
）
に
締
結
さ
れ
た
韓
国
併
合
条
約
の
日
本
側
の
政
府
関
係
史
料
を
中
心
に
四
百
点
余
を

収
録
。
日
韓
外
交
関
係
の
基
本
史
料
で
あ
る
。

【
内
容
】
上
＝
論
点
／
日
韓
議
定
書
／
第
一
次
日
韓
協
約
／
韓
国
通
信
機
関
委
托
ニ
関
ス
ル
取

極
書
／
第
二
次
日
韓
協
約　

下
＝
第
三
次
日
韓
協
約
／
韓
国
司
法
及
監
獄
事
務
委
托
ニ
関
ス

ル
覚
書
・
韓
国
警
察
事
務
委
託
ニ
関
ス
ル
覚
書
／
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
／
年
表

朴　
慶
植　
編

在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
〈
戦
後
編
〉
全
10
巻

●
解
題
―
―
小
林
知
子
／
宮
本
正
明
／
長
澤 

秀
／
金 

栄
／
高
柳
俊
男

●
体
裁
―
―
Ａ
４
判
／
上
製
／
函
入
／
総
４
、１
０
０
頁

●
推
薦
―
―
姜
在
彦
／
姜
徳
相
／
宮
田
節
子
／
山
田
昭
次

●
価
格
―
―
本
体
２
８
０
、０
０
０
円
＋
税

　

朴
慶
植
氏
は
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』（
三
一
書
房
）
を
刊
行
後
、「
戦
後
編
」
の
資

料
を
収
集
し
、
構
成
・
目
次
ま
で
作
成
さ
れ
て
い
た
。
氏
の
突
然
の
死
（
九
八
年
二
月
）
に
よ
っ

て
中
断
し
た
こ
の
作
業
は
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
が
引
き
継
ぎ
、
遺
族
の
了
解
を
得
て

全
一
〇
巻
で
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
①
②
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
関
係
、
③
在
日
本
大
韓
民

国
居
留
民
団
関
係
、
④
在
日
朝
鮮
統
一
民
主
戦
線
関
係
、
⑤
在
日
朝
鮮
人
職
業
名
鑑
・
文
化
年

鑑
、
⑥
教
科
書
・
教
育
関
係
雑
誌
、
⑦
都
立
朝
鮮
人
学
校
関
係
、
⑧
～
⑩
朝
鮮
人
刊
行
新
聞
・

雑
誌
。
解
放
直
後
の
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
貴
重
資
料
多
数
を
含
む
。

◉
関
連
図
書
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◉
編
・
解
説 
─ 
水
野
直
樹
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

◉
体　

裁 
│ 
Ａ
４
判
（
４
面
付
）・
上
製
・
総
約
３
、３
０
０
頁

◉
揃
定
価 

─ 
３
０
８
、０
０
０
円
（
揃
本
体
２
８
０
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

◉
原
本
所
蔵
機
関 
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滋
賀
県
立
大
学
図
書
館
、
山
口
県
文
書
館
、

	

高
麗
大
学
図
書
館
等

◉
別　

冊 
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解
説
（
執
筆
：
水
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直
樹
）・
資
料
一
覧
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年
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刊
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予
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配
本
に
付
属
）。

	

※
分
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全
１０
巻
、
別
冊
１

配本予定

第
Ⅲ
期

第
Ⅱ
期

第
Ⅰ
期

期
数

第
２
回

第
１
回

第
２
回

第
１
回

第
１
回

配
本

第
９
・
10
巻
・
別
冊

第
７
・
８
巻

第
5
・
６
巻

第
3
・
４
巻

第
１
・
２
巻

巻
数

日
中
戦
争
開
戦
後

一
九
三
〇
年
代
～
日
中

戦
争
開
戦
前

一
九
二
〇
年
代

収
録
中
心
時
期

揃
定
価
６
１
、６
０
０
円
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揃
本
体
５
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、０
０
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円
＋
税
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％
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揃
定
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０
円
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本
体
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円
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税
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揃
定
価
６
１
、６
０
０
円
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本
体
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＋
税
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％
）

揃
定
価
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０
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円
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揃
本
体
５
６
、０
０
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円
＋
税
10
％
）

揃
定
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、６
０
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円

（
揃
本
体
５
６
、０
０
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円
＋
税
10
％
）

定
価

8560-9

8557-9

8554-8

8551-7

8229-5

ISBN

（978-4-8350

）
２
０
２
３
年
4
月
刊
行
予
定

２
０
２
３
年
１
月
刊
行
予
定

２
０
２
２
年
10
月
刊
行
予
定

２
０
２
２
年
7
月
刊
行
予
定

２
０
１
８
年
８
月
刊
行
済
み

刊
行
予
定


